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研究成果の概要（和文）：近年我が国で新入生の導入教育、リテラシー教育などが課題となっている。本研究ではその
課題を解決するために、大学が全学的に導入する学習支援制度やそのための人材育成までを含んだ統合型学習支援シス
テムを開発した。関連する国内外の事例を調査し、そこから得られた知見を活かし、チュータリング・プログラムおよ
び、チューター研修カリキュラム、eポートフォリオシステムを開発した。開発した研修カリキュラムは、チューター
研修の国際標準認証機関のレベル1認定の審査に合格した。チュータリング・プログラムの利用実績や参加学生への調
査結果から、プログラムの有効性と参加者の学習効果を確認した。

研究成果の概要（英文）：In recent years the introductory education and literacy education have become one 
of major issues in higher education in Japan. In order to cope with the challenges, we’ve developed an 
integrated learning support system that includes university-wide learning support program and human 
resource development. By investigation of the domestic and international relevant cases and extraction of 
the knowledge from these cases, we have developed a tutoring program, a tutor training curriculum, and an 
e-portfolio system. The training curriculum has been approved the level one of the international standard 
certification authority. The system is confirmed students' learning effect by the program from the 
investigation of both usage of tutoring program and transition of students' attitude.

研究分野： 教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年我が国の大学教育において、新入生の
導入教育、リテラシー教育、リベラル・アー
ツ教育、キャリア教育などのカリキュラム、
ファカルティ・デベロップメントなどが必要
とされ、課題となっている。一方、大学の大
衆化をすでに経験している米国では、一般に
「学習センター」と称される学内の学習支援
組織が、上述の課題解決重要な役割を果たし
おり、学習支援活動を統合することで、効率
的に学習効果を高めていた（鈴木・美馬・山
内, 2011）。 
 
２．研究の目的 
 現在、大学内で現在行われている学習支援
活動を組織化しつつ、全学的に導入する学習
支援制度やそのための人材育成までを含ん
だ、我が国独自の本格的な「学習センター」
を構築、運用するための統合型学習支援シス
テムを開発することを目的とする。ここで開
発するシステムとは、ICT を利用したプログ
ラムだけでなく、大学が全学的に導入する学
習支援制度やそのための人材育成までを含
む。 
 
３．研究の方法 
 統合型学習支援システムを開発するため
に、国際的に評価されている国内外の組織に
ついて調査し、そこからの知見を踏まえ、チ
ュータリング・プログラムおよび、チュータ
ー研修制度を開発する。また運営するための
ツールとしての e ポートフォリオシステムを
開発する。これら各プログラムについて、調
査、企画、試作、検証を行い、それらを統合
し、本格的な運用可能性について、設計、内
容、方法の面から多角的に検討し、全国の大
学に向けて提案する。 
 
４．研究成果 
 これまで行ってきた調査結果、チュータリ
ング・プログラムと e ポートフォリオシステ
ムの開発と運用は以下の通りである。 
 
(1) 国内外の調査 
 大学における課外学習支援活動について、
国内外の先進事例および現状調査を、関連す
る国際学会や、それら学会において評価の高
かった米国および国内の大学について実施
した。調査の際、組織的に教育改善を行って
いる学習センターやラーニングコモンズな
どの授業外の学習支援活動に着目した。 
 そこで明らかになったのは、 CRLA
（ College Reading & Learning 
Association）の存在である。CRLA はその前
身から数えると 40 年以上の歴史をもつ学
会であり、チューターの質を高める制度とし
て各大学が行っている研修が一定の要件を
満たしていることを証明する認定制度
（ITPC：http://www.crla.net/itpc/）を設け
ている。 

 CRLA の認定では、ガイドラインに沿った
事前研修だけでなく、チュータリングの見学、
メンターによるモニタリングと評価・改善指
導など、様々な角度から、チューターとして
の職務を果たせる準備をし、また実際に果た
していることを確認する仕組みが要求され
る。  
 調査した大学の共通点として、まず支援活
動の実績を積み、徐々にそれが学内で認めら
れ、施設を拡充してきていたことや、学生支
援活動を担う教職員が、授業を担当する教員
と伍して自らの専門性を訪問者である我々
に語ったことである。そのような態度や姿勢
が、充実した支援活動を支え、また活動の一
端を担う学生に良い影響を与えていると考
えられる。 
 
(2) ピアチュータリング実践と空間 
 上述の調査結果とその考察を受け、学習セ
ンターの活動で中核となる、学生が学生を教
えるピアチュータリングに注目し、公立の情
報系単科大学である A 大学で試みた（椿本ほ
か, 2012）。 
 学生を中心とした学習支援組織とそのた
めの空間である「メタ学習ラボ（MLL: Meta 
Learning Lab）」を構築し、メタ学習（学習
方法の学習）を目的としたピアチュータリン
グを行った。チューターは、学部 1 年生から
修士 1 年生までが存在した。チュータリング
は 1 セッションを 60 分とし、実施した科目
は、数学、英語、プログラミングなどであっ
た。 
 活動の準備として、チューター研修や学習
空間を設計した。A 大学は 5 階建ての校舎全
体が巨大なラーニングコモンズとなってい
る。MLL は、その中でもスタジオと呼ばれ
る学生が自由に利用できる場所の一角に設
置した。したがって MLL の活動は、スタジ
オを通りかかる学生や教職員に見えるよう
になっている。 
 チュータリングでのチューターは、問題の
解答を教えるのではなく、学習者に質問し、
学習者自らが学習方法の問題に気づくこと
ができるよう促した。その結果、学習者には、
チュータリングによる自らの学習方法への
メタ認知の促進効果や、学習意欲の向上効果
が得られる可能性が示唆された。 
 
①チューター研修 
 チューター研修では、チュータリングの意
味や意義、技法、背景理論などを確認するた
め、ワークショップ形式で、ロールプレイイ
ングなどの技法を用いたチューティ対応演
習や、チュータリングで用いるドキュメント
の作成などを行った。 
 この活動終了後、質問紙調査を行ったとこ
ろ、チューター活動の核となる知識や技法の
一部を習得したことが明らかになった。また
それらの不足分について、さらに習得するた
めのレディネスが各チューター内に形成さ



れたと考えられる結果が得られた。CRLA の
先行事例を参考としたチューター研修によ
って、学習方略の学習を目的としたチュータ
リング方法やその意義をチューターに学ば
せることが可能となった。 
 開発した研修カリキュラムは、2014 年 2
月にチューター研修の国際標準認証機関で
あるCRLAのレベル1認定の審査に合格した。 
 
②学習支援空間 
 本実践の中で、学習支援活動を「見せる」
ことの効果があることが明らかになった。開
放的な空間内でチュータリングを行うとい
う、学習支援環境の透明性を保つことで、チ
ュータリングを必要とするチューティをチ
ュータリングに参加させる機会を確保でき
る可能性が示された。 
 それに加え、実践共同体のメンバーである
他の学生や教職員対しても活動や掲示物が
見えることで、メンバー間に必然的にコミュ
ニケーションが生じ、共同モニタリング（気
づき、感覚、予想、点検、評価）と共同的コ
ントロール（目標設定、計画修正）の各過程
において、これらがより促進されるという共
同的メタ認知（美馬, 2010）の支援の資源を
提供することになっている。 
 
③ピアチュータリング実践 
 チュータリングは１セッション 60 分を目
安に、チューターとチューティが１対１で行
う形態を基本とした。ただし、チューターの
実践経験がほぼ皆無であり、かつ今回は試行
実践であることも踏まえて、チュータリング
形態をセッションごとに柔軟に変更した。具
体的には、１名のチューティに対して複数名
のチューターを配置する場合や、チューティ
もチューターも複数である場合などがあっ
た。また、全てのセッションに 1、2 名の教
員がメンターとして参加し、必要に応じてチ
ュータリングの進行を補助した。  
 チュータリングセッションに参加したチ
ューティである学生のその後の観察などか
ら、学習方法の学習に焦点化したチュータリ
ングによって、チューティには、自らの学習
方法へのメタ認知の促進効果や、学習意欲の
向上効果が得られる可能性が示唆された。  
 
④効果的なチュータリングの継続的提供 
 効果的なチュータリングを継続的に提供
するにあたって、 3 つの課題が明らかになっ
た。「授業と MLL の連携」、「チューターの
知識と技術の継承」、「学習支援専門員（職員）
の育成」である。この中でも特に、「チュー
ターの知識と技術の継承」の課題解決に向け、
e ポートフォリオシステムを構築し、実践を
行った。 
 
(3) ピアチュータリングにおける e ポートフ
ォリオ活用実践 
 MLL の活動を支援するために、e ポート

フォリオを活用した実践を行った（横山・椿
本, 2012）。 e ポートフォリオを活用するこ
とで、学生チューター個人の学びの振り返り
およびチューター間での学び合いが促進さ
れ、チューターによるチュータリングの方法
が改善される可能性が示唆された（美馬ほか, 
2013）。 
 本システムの特徴は以下の 2つの機能にあ
る。 
 
①「日誌」コンテンツ機能 
 日誌を書くことによって、内省のプロセス
を蓄積し、思考や学びを整理することができ
る。各チューターの日誌は、本実践更新され
た最新ページが 表示されるエリア 日誌表
示エリア「日誌」エリア 「フィードバック」
エリアの参加者全員が見ることができる。  
 
②チュータリング・リフレクションページ機
能 
 チューターがチュータリング活動の振り
返りを行なうことと、チューター間でチュー
タリングのノウハウを共有するために必要
な項目を考え、チュータリング・リフレクシ
ョンページを作成した。各チューターが作成
したページは、本実践の参加者全員が見るこ
とができる。 
 
(4) チューターの成長 
 チュータリング活動と学習に関する知識
と理解の関係について明らかにするために、
本実践研究においてチュータリングの経験
がある学生に質問紙調査を行った。その結果、
チューターが自身の成長について意識し、具
体的に語ることができるようになったこと
が明らかになった。 
 チューターとなる前と後で、学ぶ・教える
ことについて自分自身の変化に気づいたり、
メタ認知などの概念を含め、色々な学びや発
見があったこと、ゼミや自身の研究など、学
んだことが活かせる場面が多々あったこと、
チュータリングでの学び・気づきを他のチュ
ーターや教師と共有したり、高校生や後輩に
語る機会により、意識的に振り返ろうとする
だけでなく、自然に振り返りができる環境が
できたこと、自分の学びについて自分の言葉
で語れることが増えていったこと、それが就
職活動のような将来に関わる重要な場面で
もうまく語ることができるようになったな
ど、学びに対する姿勢の変化が見られた。 
 
(5) 今後にむけて 
 本研究では、収集した資料および知見を分
析、整理するとともに、我が国の実情、実践
研究大学に合わせ、各プログラムの開発、お
よびそれらを統合した学習支援システム構
築のための検討を行ってきた。その一環とし
て、ピアチュータリングの実践を行いつつ、
チュータリング・プログラムおよび、チュー
ター研修カリキュラム、e ポートフォリオシ



ステムを開発した。 
 今後は、本研究成果をもとに、大学生への
段階的支援を効果的に行うための時期と内
容について検討し、そこから発展的課題とし
て、大学生の段階的成長を促すための支援シ
ステムとそのモデル化についての研究を実
施していく。 
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